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The purpose of this study is to review current research about focusing and to pl・oposesome 

possibilities for future research into daily focusing manner. Firstly， the paper presents an overview 

of some theories and concepts related to focusing and organizes them from the perspective of 

development processes. The notion of focusing was developed by Gendlin (1981)， as a method of 

handling inw訂 dbodily sensations that people are unaware of. If the method works e百ectively，self“ 

understanding and personal growth can be promoted. Secondly， the paper reviews studies of focusing 

and highlights a lack of studies concerning focusing in daily life. Research on focusing has largeJy 

ignored aspects of focusing manner in daiJy Jife. However， Fukumori and Morikawa (2003) have 

developed the Focusing Manner Scale (FMS) to measure focusing manner within daily life， and first 

argue that it is important to learn about focusing manner within daily life for mental heaJth. Finally， 

the paper operationally defines daily focusing manner (DFM) and outJines some possibilities for future 

research into DFM. The FMS indicates the importance of DFM， and， therefore， further psychologicaJ 

research on DFM is needed. 

Key words: Focusing， Dailly Focusing Manner， the Focusing Manner Scale， feltsence， seJf-
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はじめに

自常生活を送る上で¥我々は感情や身体感覚等，

自己の漠然とした内的感覚を経験するが，そうした

感覚は多くの場合瞬間的であるため，注意を向けな

ければ流れ，忘れ去られてしまう。また怒りや不安

といった不快感情や 「胸がもやもやするJといっ

た感覚にはi愛昧で不明確なものも少なくない。近年

そうした感覚の存在自体に気づくことができず，感

じることができても上手く対処することのできない

子供や大人が増加している(裳岩， 2001)。

大河原 (2003) によると 「きれる子Jは自己の

身体から溢れる不決な感情と認知が解離しており，

したがって混沌としたエネルギーのまま感情は蓄積

され，ついには爆発してしまう。また感情と認知の

解離状態に陥った子供は 不快感情を訴える方111告と

して心身症状を発症させる(金自・大河原， 2009)。

こうした傾向は，親や教師など身近な大人とのコ

ミュニケーション不全がj京国であるとされ，適切な

養育行動を大人が身につける必要性が指摘されてい
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る(大河原， 2004)。適切な養育行動のうち最も重

要な行動は，大人が子供の不快な身体感覚を言語化

し，フィードパックするものである。というのも，

言語化された感情は自己のコントロール下におか

れ，感情と認知の統合を促す作用があるため， rき
れるJ密動や身体症状として誤発動するのを防ぐの

である(大河原， 2003)。したがって，子供が自ら

の身体で感じられる不快感清を制御する方法を獲得

する過程には，大人が子供の未分化な身体的感情に

対して言諾ラベルを付与する養育行動が含まれる。

しかしその教育的役割を担う大人でさえ， 自身の

内的感覚を感知することができず，言語化不全の傾

向にある(裳岩， 2001) 0 Talor， Bagby， & Parker 

(1997) は自身の感情を適切な言語を使用して表現

することのできない特性を持つアレキシサイミア傾

向者の存在を問題視している。アレキシサイミア

(alexithymia) とは Sifneos(1973) によって提唱さ

れた概念であり，心身症患者が有する主要な特徴と

して位置づけられている。アレキシサイミアの最も

顕著な特徴として設定されるのが，自身の感情を認

識し適切な言葉を用いて表現することが困難であ

る点が挙げられる (Sifneos，1973)。アレキシサイ

ミア傾向者は衝動的な行動傾向と関連があることが

認められており (Sifneos，Apfel-savitz， & Frankel， 

1977) ，また自傷行為との関連も見出されている(後

藤， 2008)。
以上より自己の内的感覚を認識し言語化するこ

とが困難な傾向を有する人々へ何らかの介入治療が

求められているといえる。本稿では，自己のi愛i床な

内的感覚に対ーする適応的対処の一方略として， E. T. 

Gendlinの創出したフォーカシング Uocusing) に着

目した。

フォーカシングの理論的枠組

フォーカシング (focusing) とは元来，E.主

Gendlinが専門としていた哲学的思想にその源流が

あり，その思想を心珪!臨床現J訴において実証・解明

する過程で創出された技法である(末武， 2009) 0 

つまりフォーカシングのエッセンスを理解する上

で¥基盤となる Gendlinの哲学的思想、を概観するこ

とが必要である。そこでまず本稿では，フォーカシ

ングにおいて極めて重要な位置を占める体験過程理

論を論じ，次にフォーカシング理論及び概念をまと

め， さらにフォーカシングliJI:究の動向の概観から自

常的フォーカシング態度研究の現状と可能性につい

て概論を述べることとする O

体験過程理論からフォーカシングへ

まず体験過程理論における「体験過程

(experiencing) Jの示す意味についてであるが，

Gendlinは主著である rExperiencingand the 

creation of meaningJ の冒頭で¥“知 (knowledge)

には論理的次元および操作的次元のほかに，直接感

じられる，体験的な次元 (adirectly felt)が存在す

る。意味とは事物に関しであるだけでなく， またあ

る特定の論理的な構造にあるだけでなく，感じられ

る体験過程 (feltexperiencing) を含んでいる"

(Gendlin， 1962) と述べている。つまり言葉や概念，

論理や事物等の人間を取り巻く外的次元とは異な

る，人間が主観的に感じる内的次元が存在すると指

摘し (Gendlin，1962)， experience 体験)に mgを

つけた experiencingと表現して体験のプロセスや流

れを強調した諾棄を設定した(近田， 2002)。

体験過程理論の骨子は 体験過程が人間の認識や

知の中でいかに機能するかを「体験過程の象徴化j

として記述した点にある(末武， 2009)。体験過程

の象徴化とは，感覚 feelingと象徴 symbol(注意

attention，言葉 words，事象 events) 間の相互作用

を示し体験過程の本質的な特徴である (Gendlin，

1964)。いわゆる前概念的・流動的体験を象徴に置

き換え，さらには的確な象徴であるかどうか，体験

に立ち戻って吟味する相互作用により，人間の知や

意味は見出され，体験的な気づきが生成されるとい

うのである (Gendlin，1962) 0 すなわち，直接感じ

られる漠然とした感情や身体感覚の流れを，言語・

イメージ・動作を用いて表現する行為の積み重ね

が，新たな自己や意味の発見に繋がるのである。

こうした体験過程の象徴化については哲学的忠想

に留まらず，心理療法記録の大規模な質的研究が実

施された。これらの研究により，心理療法において

ある程度その効果を体現することができるクライエ

ントは，語りの内容やセラピストの能力に関わら

ず，深く自身の内的感覚を感じながら，その感覚を

言語化していく特徴を有することが確認された(村

山・増井-池見・大田・吉良・茂田， 1984)。つま

り心理療法中に自己の体験過程に触れながら，それ

ら漠然とした感覚を言語化するクライエントは，そ

うでないクライエントに比べて，心理的指標や生活

場面において明確な肯定的変化を示したのである。

Gendlin (1966) は自身の提唱した体験過程理論

が効果的な心理療法に不可欠であるとし，体験過程

に基づく自然、な内的心理現象のエッセンスを抽出し

て「フォーカシングjと名付けたのである。こうし

てまずは現象や過程としてのフォーカシングが見出

され，次にその内的過程を教示する自的で技法とし
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てのフォーカシングが提案されている(日笠，

1999)。

フォーカシング(focusing) の定義と特徴

フォーカシングは心理療法がある程度奏効したク

ライエントの自然な内的過程を示す現象としての

フォーカシングと，それらの過程を深化・促進する

技法を示す技法としてのフォーカシングの双方を表

現した諾棄であるといえる。そこで本稿では，現象

としてのフォーカシングを「フォーカシングi技

法としてのフォーカシングを「フォーカシング技

法jと操作的に定義して以降の論考をすすめること

とする。

まずフオーカシングとは， 自己の内部に流れる輪

郭のはっきりしないi慶味な感覚である特別な気づき

(フェルトセンス:feltsense) に注意を向け，象徴

化する行為である (Gendlin，1981)。人はこのプロ

セスを経て内的な気づきを獲得し人格的にも変容

すると指摘され (Gendlin，1962，上嶋， 2001)，現

在までにその機能や特性が検討されている。

フォーカシングの鍵概念であり，独自性の 1つで

あるフェルトセンス (Cornell，1996) は，フォーカ

シングが扱う対象であり， r感じられた意味Jゃ f意

味ある感じjと11乎称される (Gendlin，1962)。しかし，

その訳出や特徴については多くの研究者によって多

tJJHこ言及されており，一貫した定義が提示されてい

ない。例えばCornell(1996)はフェルトセンスを「意:

味ある身体の感覚jとし生活の要所で頻繁に感じ

られる身体感覚であるとしている。また本国では

「言うに言えない複雑な意味感覚，からだやこころ

の実感(池見， 1997) Jや「まだことばやイメージ

になっていない， 自分の中のはっきりしない何か

(近田， 2002) Jなどと表現され，その特徴は人が具

体的に注意を向けられる，前概念的身体感覚である

ことが示されている(末武， 2009)。また， フェル

トセンスの特徴はしばしば情動との比較によって記

述される。 Gendlin(1981)によると感情や情動は

すでに個人の中でラベル付けされ，それらが生起し

た際に容易に特定し分類することができる感覚で

あるとしている。一方，フェルトセンスはそれら情

動や感情の基盤に存在する， より漠然、とした複雑な

ものであり，単一の言葉では容易に表現することが

できない感覚なのである。近田 '8笠 (2005) は，

フェルトセンスに(1 )気持ち(感情)， (2)から

だの感じ(身体感覚)， (3)イメージ・象徴的表現，

( 4 )物語・生活関連・事柄の 4側面が備わってい

るとし，これらは現実生活における表層であり，全

てフェルトセンスが伴う事象であることを示唆して

いる。つまり，情動はフェルトセンスの種々ある表

出形態の一部であると解釈できる。以上より.多元

的な記述によって形象されてきたフェルトセンスだ

が，共通特徴として，他人の感情やイメージなどの

事象に内包する，直接照合可能な， より深層の感覚

であるといえる。

こうしたフェルトセンスは，フォーカシングのプ

ロセスにおいて「クライエントのクライエントJと

して扱われる (Gendlin，1994)。つまりクライエン

トの中にある言うに言えない複雑な感覚(フェルト

センス)が本来のクライエントであり.自分自身の

内揺に対する共感的理解や受容的態度で接すること

がフォーカシングにおいては重要なのである

(Gendlin， 1994;池見， 1997)。

体験過程スケール (ExperiencingScale;巳 X.P. 

scale) 

フォーカシングは成功した心理療法におけるクラ

イエントの自然な内的過程を記述したものである

が，そのような過程を自然には行えない人も存在す

る(Iヨ笠， 1999)。その過程を段階的に記述し評

定するためのスケールとして体験過程スケー jレ

(Experiencing Scale)が開発された(池見・吉良

村山・弓場 .1古村， 1986: Klein， Mathieu， Gendlin， 

& Kiesler， 1970)。これは体験過程が感じられ，焦

点をあてられ，採られる具合がクライエント備にお

いてどの程度達成されているかを測定するものであ

る(中田， 1999)。このスケールを利用して心理J禁

法面接のクライエントを評定した Kiesler(1971) 

の研究により，心理療法が成功するクライエントは

そうでないクライエントと比較して，面接初期から

すでに評定値が高かったことが見出された。

Gendlinはこうしたフォーカシングを自然に行えな

い人へ方法を教示することで体験過程の深化・促進

することができる， rフォーカシング技法Jを創出

したのである。

フォーカシング技法ーフォーカシングの実際-

フォーカシング技法は体験過程の深化・促進を自

的として開発されたもので(村ー山ら， 1984)，伊藤

(2000) によると以下のように定義される o .. 1 .内

側のはっきりしない何かに注意を向けること， 2 
はっきりと身体で感じることができる， 3. その身

体の感じに触れ続け，優しい，友好的な，判断しな

いやり方で，開けるために時間をあたえること， 4 

その人の人生・生活の何かの部分とつながってい

る， 5. 成長や変化のステップをもたらす"の 5要

素で説明される。また，その効果は“1.自己理解・
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発見， 2 自己の癒し・変化・成長， 3.心理療法・

カウンセリングの過程の促進 4. ストレスの軽

減-危機介入， 5. 問題解決と創造的活動， 6 セ

ルフ・ヘルプ， 7. トランスパーソナル的体験"の

7点が挙げられている。

実際に技法として教育や臨床現場において適用さ

れる際には，一連の体験的プロセスを身につけるた

めに，いくつかのステップに分割して教示される。

Gendlin (1981)は(1 )空間をつくる Clearinga 

Space， (2)気がかりなことに対するフェルトセン

ス FeltSense of the Problem， (3) 取っ手(ハン

ドル)を見つける Findinga Handle， (4) 取っ手

とフェルトセンスの共鳴 ResonatingHandle and 

Felt Sense， (5) 問いかけ Asking，(6) 受 容

Receivingの 6ステップを提案している。さらに

Hinterkopf (1998) の 6ステップ， Cornell (1989) 

の5ステップ・ 5スキルも挙げられており，各教示

法にはステップ数や教示内容の相違はあれど，基盤

には， フェルトセンスへの注意，空間づくり，言語

やイメージによる象鍛化，受容・共感的態度といっ

たスキルが，連続的な内的プロセスにおける構成要

素として体系化されていることがうかがえる。つま

りι，前事和概!斑兄念的で

するには，一連のプロセスに従った態度を獲得す

る，あるいは各ステッ 7
0

を手掛かりとして， フォー

カシングを深化させる必要がある。こうして技法と

してのフォーカシングの開発・展開により，心理療

法が上手く奏効しないクライエントに限らず，自己

理解や人格的成長を求める人々への適用可能性も見

出したといえる。

フォーカシングに関する研究動向

;毎夕十におけるフォーカシング石丹究

体験過程理論とフォーカシングは Gendlinを中心

に発展してきたといえるが， 1981年以昨シカゴにあ

るフォーカシング研究所 (TheFocusing Institute) 

が発行する体験過程療法とフオーカシングのための

雑誌 (AJournal for Focusing and Experiential 

Therapy) の「フォーカシング・フォリオ (The

Focusing rolio) J や「フォリオ (TheFolio) J に

Gendlinの弟子やフォーカシング経験者逮が多くの

研究成果を報告している(伊藤， 2000)。伊藤 (2000)

はそれら雑誌の分析から，投稿テーマを以下の 6つ

に匿分した。(1 )フォーカシングの教授(法)， (2) 

フォーカシングの方法， (3)体験過程・フォーカ

シングの理論的，実際的問題， (4) 臨床適用実践，

( 5 )他の臨床的方法や技法との併用， (6) 臨床以

外の領域での適用，である。またこれらテーマを概

観し海外のフォーカシング動向について以下の 4

点を指摘した。(1 )インタラクティブ・フォーカ

シングなどの新しい教授・学習法曹治療法の開発，

( 2 )自殺企図.ボーダーライン，精神病， うつ病，

心身症などのクライエントに対するフォーカシング

の臨床適用， (3)催眠療法，プレイセラピィ，バ

イオフィードバック，ボディワーク，ブリーフセラ

ピィなどの広範なセラピィや方法との併用， (4) 

スピリチュアリテイ，セルフ・ヘルプ，創造性など

の領域への適用，である。以上から，現在海外にお

いてはフォーカシングの適用範囲の可能性が模索さ

れているといえる。

我が国におけるフォーカシング研究

我が国ではフォーカシングは1978年の Gendlin来

日以降，理論的・実践的に検討されてきた(村山ら，

1984)。一方で，現在は実践の多様性とともに，体

験過程の原点に立ち戻った理論面での検討が必要な

時期ともされる(村山， 1999)。伊藤 (2000) によ

ると，我が国の実践や研究内容は上述した海外動向

と類似しており， (1) フオーカシングの教示・訓

練， (2) フォーカシングの方法・実施， (3)体験

過程・フォーカシングの理論的・実際的問題， (4) 

臨床適用実践， (5)他の臨床的方法や技法との併

用， (6) 臨床以外の領域での適用(自己成長への

適用)の 6つに大別される。そこで各領域に該当す

ると考えられる近年の具体的な研究内容を例示し

より詳細に概観してみる。

まず(1) Iフオーカシングの教示・訓練Jに該

当すると考えられる土井 (2007) の研究では，市民

講座のワークショップや大学講義での体験学習を通

じて， Gendlinの 6ステップに限定しない， より柔

軟なフォーカシングの教示法を報告している o (2) 

「フォーカシングの方法・実施Jに該当すると考え

られる伊藤・栗野・小畑・金・高橋・三輪・津田・

岡田 (2006)の研究では「ことばや語句j及び f絵

や写真jなどのツールを利用したフォーカシングを

大学生350名に実施し，それらのツールが言語以外

の象徴としてフォーカシング休験の深化に機能する

ことを明らかにしている。(3) I体験過程・フォー

カシングの理論的・実際的問題Jに該当すると考え

られる諸富 (2008) の研究では， フォーカシングの

創始者である Gendlinが展開した最新のプロセスモ

デル理論について再考し解釈を試みている。(4 ) 

「臨床的適用実践jに該当すると考えられる大林・

井出・久保木(1997) の研究では，アレキシサイミ

ア患者にフォーカシングを施し，内的体験へ触れて
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いく過程を報告している。(5) r他の臨床的方法や

技法との併用Jに該当すると考えられる池見 (2009)

では， 自律訓練法とフオーカシングの併用がより体

験を促進する機能をもつことを示唆している。(6 ) 

f臨床以外の領域での適用jに該当すると考えられ

る土井・奥村 (2009)では 主軸をフォーカシング

の教示-体験に霞く単発式エンカウンターグループ

を実践検討し初対面の人々が短時間で自然、に互い

が深く触れあう経験を促進することができると報告

している。

以上日本における研究動向を概観したが， フォー

カシングの効果・特性に関する研究は教育や臨床現

場でフォーカシング技法を適用する実践研究， また

は概念や現象の理論研究が中心的であったといえ

る。しかし Gendlin(1981)によるとフォーカシン

グは日常生活でも本能的にとられる態度であるとさ

れている。つまり日々の生活の中で，例えば胸のモ

ヤモヤや喉のつかえなどの漠然とした感覚や違和感

に注意を向けることは誰しもあることで(近133，

2002) ， フォーカシングが臨床実践場面に限定され

る特別な現象ではないことを示唆している。こうし

た観点から，近年日常生活場面におけるフォーカシ

ングの機能や特性に焦点が当てられている。福盛・

森)11 (2003) は， 日常生活におけるフォーカシング

的態度を測定する尺度として「体験過程尊重尺度

(The Focusing Manner Scale; FMS) J (以下 FMS)

を開発した。この尺度は「体験過程に注意を向ける

態度上「問題との距離を取る態度上「体験過程を受

容し行動する態度Jの3下位尺度構造であり，

GHQとの関連検討から「問題との距離を取る態度J
及び「体験を受容し行動する態度jと精神的健康の

間に有意な正の関連が見出された(福盛・森)11，

2003)。以降 FMSを用いた数々の数量的研究が実

施されており(中垣， 2006;山崎・内田・伊藤，

2008) ，心身の健康維持・増進に日常的なフォーカ

シング的態度が深く寄与している可能性が示唆され

ている O こうして自常生活におけるフォーカシング

の様相が明らかにされ始めており，現在その重要性

が提起されていると考えられる。

日常的フォーカシング態度の可能性

上述のように， フオーカシングに関する研究は実

践や理論研究に集中しており 実証的研究はほとん

ど検討されていないが，福盛・森)11 (2003) により

FMSが開発されて以来 フォーカシングを経て獲

得される自常生活上の態度に注呂が向けられてい

る。しかしその定義は未だi愛昧な点も多いため，

フォーカシング的態度，フォーカシング的態度の日

常化， 日常的フォーカシング態度の)11真にこれまで提

示されてきた定義について概観する。

フォーカシング的態度

Gendlin (1981)は，フェルトセンスに対して受

容的・共感的な態度で接し言語やイメージによっ

て象徴化し，さらには気がかりな問題と距離を置く

態度であると言及している。 Cornell(1996) によ

ると，フォーカシングでは自身の内的感覚を扱う

i探特有の態度が必要とされる。それはフェルトセ

ンスに対して意図的に動かしたり変化させたりせ

ず，受容的で探索的な優しい態度をとることである

(Cornell， 1996) 0 Friedman (2000) は6つの基本要

素に分類し(1)フェルトセンス， (2)友好的な

態度， (3) 正確な象徴化， (4-)共 11!~ ， (5) フェ

ルトシフト， (6) 問いかけと受け取り，が柑互関

連した態度であると指摘している。伊藤 (2000)は，

u そこにあるものに関心，好寄心をもつこと。そこ

にあるどんなものにも優しく 友好iめであること。

許すこと。尊重すること O 待つこと， ともにいるこ

と。そのままを受けとること。傾聴する在り方。意

味をあたえることができる，内側に安全な場所を詰Ij

る。技法よりも重要である。"と概括している。揺

盛・森)11 (2003) は，自分の内側の漠然、とした感じ

(フェルトセンス)に触れ，ゆったりとした心構え

で待つ態度をフォーカシング的態度とした。以上の

ように，定義については研究者によって種々の見解

があるが，フォーカシング的態度はフォーカシング

技法を他の類似概念と分かつ特有の構えであり，独

自性のーっとされており (Cornell，1996)，非常に

重要視されていることがわかる O

フォーカシング的態度の日常化

フォーカシング的態度はフォーカシング技法から

獲得される内的感覚に対する特有の構えである。三

坂-村山(1995) はそうしたフォーカシング的態度

が日常生活でどのように汎化するかに焦点を当て，

ブオーカシング熟練者対象の自由記述式調査を基に

質的な分類を行った。その結果では，フォーカシン

グ的態度の日常化には「無条件の肯定的な体験受

容J. rフェルトセンスの感知J. r問題との距離作

りJ. r有機体への実現傾向への信頼Jの質的に差異

のある 4側面が存在する(三坂-村山， 1995)0 r無
条件の肯定的な体験受容jとは日常生活でその都度

生じてくる自分の感情・体験を，“こうあるべき"

と方向付けず，そのまま受容的に感じるようになる

変化を示し， rフェルトセンスの感知Jとは日常的
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tこ身体の感じゃフェルトセンスに気づくようになる

という変化を示すむまた「開題との距離作り jとは

問題と聞を置こうという考え方をしたり，実際に簡

を置くようになったという変化を示し， r有機体へ

の実現傾向への信頼Jとは自分の深い部分に対し

て，自分自身を良い方向に導いていく知恵、が内包さ

れているという信頼感を持つようになる変化を示

す。つまりフォーカシング熟練者は意図してフォー

カシングしなくとも， 日常の中でごく何気なく

フォーカシングの影響を受けた種々の体験や考え方

をするようになるのである O また森)11(1997)もi司
様の検討を行い，フォーカシング的態度の日常化に

は「体験過程を信頼する生活J. r体験過程に触れる

生活J. r問題と関を撞く生活Jの三要素が含まれる

と提出しており，その結果は三坂・村山 (1995)と

ほぼ類似している。

以上より，フォーカシング技法の習得後に獲得さ

れる特有の構えが自常生活に反映されることは

「フォーカシング的態度の呂常化Jと定義され，日々

フェルトセンスに代表される内的感覚に触れ，信頼

及び受容的な態度を取ることや，問題や悩み事から

関を置く態度が獲得されることが明示されている。

器常的フォーカシング態度

上述のように， rフォーカシング的態度jとは主

に心理臨床場面でとられる特殊な態度を示し，

「フォーカシング的態度の日常化jとはフオーカシ

ング経験者がフォーカシング的態度を呂常生活に反

映した状態を示していることがわかる。しかし，そ

もそも研究者間で異なる定義が散見される上，

フォーカシング的態度がフォーカシング未経験者で

あれど日常生活上で無意識にとられる一般的な態度

であるならば，より自常生活に即した観点から新た

に記述されるべきであろう。したがって，本稿では

フォーカシング未経験者によって日常生活でとられ

るフォーカシング的態度を「日常的フォーカシング

態度 (DailyFocusing Manner;以下 DFM)Jと称し，

「日常的に自己の内部に流れる唆昧な感覚(フェル

トセンス)に触れ，それらに対して適切な距離を取

り，言語やイメージによる象徴化，受容的で共感的

な姿勢，及び行動の表出を示す態度jと操作的に定

義する。フォーカシング未経験者を主眼に置くと仮

定すると，福盛・森)11(2003)のFMSは項目表現

に専門用語を含有していないため，フォーカシング

経験者に限らず未経験者をも調査対象として網羅可

能であることから， DFMを数量化する初めての制

度であるといえる。 FMSの開発過程では，フォー

カシング的態度の日常化の特徴を抽出した三坂・村

山(1995)の結果及びGendlinらの理論に基づく項

目群が考案され， r体験過程に注意を向ける態度J.

「問題との距離を取る態度J. r体験過程を受容し行

動する態度jの3下位尺度を見出した。各下位尺度

については以下のようである。まず「体験過程に注

意を向ける態度jとは生活の中で折りに触れて自分

の実感を確かめようとする態度を示し「問題との

距離を霊く態度jとは悩み事から適切な距離を取っ

て心の余裕を保とうとする態度を示しさらに「体

験過程を受容し行動する態度jとは自分の実感を受

容しそれに沿って行動する態度を示す。この知見

から推察されることは DFMがこれまで重視され

てきた Gendlinらの教示ステップを構成要素として

含んでおり， したがって日常生活の中で達成される

フォーカシングの深度を澱定することができる。し

かし FMSにも課題点が存在する。例えば鍵概念と

されるフェルトセンスは， r暗在する有意味な身体

感覚の知覚Jと換言されるが (Cornell，1996)， 

FMSにはそれらを明確に問う項自がない。この点

に着目した上西 (2009) は， FMSに前概念的で漠

然、とした身体感覚の知覚を問う項目を加えた休験過

程尊重尺度改訂版 (TheFocusing Manner Scale-
まevised;以下 FMS-R)を開発し， 日常生活におけ

るフォーカシング的態度の構造について検討してい

る。その結果， r体験の知覚J. r間を置くJ. r体験

過程の吟I!5fU，r体験過程の受容と行動Jの4関子が

抽出され， r体験の知覚Jが「体験過程の吟味Jに

繋がりやすく踏み事から[関を撞く Jことで「体

験過程の吟味jに繋がりやすいことが明らかとなっ

た。この知見は， DFMに一連の体験プロセスが存

在することを示唆しており 元来提言されてきた体

験過程理論の現実生活における様相を実証的に明示

したといえる。

以上より，フォーカシングは特殊な環境により誘

発される態度ではなく 日常的にとられ得る一般的

な態度であり， I凌味で前概念的感覚に対する適切な

対処法を考案する際の一助となると考えられる。

呂常的フォーカシング態度研究の課題と展望

日常的フオーカシング態度研究の可能性について

検討するため，体験過程理論及びフォーカシング研

究の動向を概観してきたが，最後に研究課題と今後

の展望について述べることとする。

福盛・森)11(2003)のFMS開発により， 日常生

活におけるフォーカシング的態度の特徴や機能を実

証的に検討する潮流が高まっている。しかし

Gendlinの理論にi百帰すると FMSにも課題点が存
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在する。第一に，フォーカシングの鍵概念である

フェルトセンスの知覚が項呂内に含まれていない。

この点に着目した上西 (2009) は FMS-Rとして

FMSを改訂しフェルトセンスの知覚を問う項目

を追加した。第二に，行動的側面にフェルトセンス

の象鍛化(雷語化，イメージ化)行為が含まれてい

ない。 Gendlin(1981)によると，フォーカシング

では，重接感じられる漠然とした感情の流れや身体

感覚と，それを言葉やイメージ，あるいは動作に

よって象徴化する作業の相互作用が重要視されてい

るが， FMSでは網羅されていない。第三に，感情

ゃからだの感覚を受容する認知的側面と現実に行動

を起こすという行動的側面が同一因子として構成さ

れている。 Cornell(1989) がフォーカシングによ

る自己受容や自己への気づきは 現実場面で行動化

する前段階であると指摘ーしていることから，受容と

行動はi司一次元として扱われるべきではないと考え

られる。以上より，測定尺度の課題点は多く存在す

るが，このような測定尺度上の課題点が解消される

ことは， B常的フオーカシング態度全体の機能や特

性のみならず，その下位要素 つまり必要とされる

スキルに関する更なる知見が提言できる。

また， 日常的フォーカシング態度には類似した概

念や理論が存在しており，各々の差別化が明確では

ない。例えば， Kabat-Zinn (1994) の提唱したマン

ドフルネスは，“今ここでの経験に，錨値や判断を

加えることなく能動的な注意を向けること"と定義

され， 自然に生じる身体感覚に注意を向ける点が

フォーカシングと類似、しているといえる。杉浦

(2008) でも否定的な思考や感覚から距離を置くス

キルが双方の共通する要素であり，重要な治療的国

子であると言及されている。各々の理論的・実際的

枠組みの類似性や相違性を明らかにすることは， 日

常的フォーカシング態度特有の特性を見出すことに

繋がり，ひいては個別に介入治療する際の手掛かり

となり得るだろう。

さらに， 日常的フォーカシング態度の各下位要素

と個人特性との関連も検討する必要がある。フォー

カシングが教示ステップによって段階的に深化させ

る方法をとることから考察すると，理想、とされる態

度を獲得するには一連の内的プロセスを辿らなけれ

ばならない。しかし，生活で!凌味な感覚に対処する

個人の中には，フォーカシングにおいて理想とされ

る一連のプロセスに別ることができない，あるいは

プロセスの初期段階に毘着し 次のステップに進め

ないでいる， といった個人差も存在すると想定でき

る。例えば山崎ら (2008) は 私的自己意識の高さ

はフォーカシング的態度と自己没入を促進させる

が，自己没入に比してフォーカシング的態度をとる

場合は抑うつを低下させると指摘した。つまり，自

己の内面に対する意識が高い個人も，フォーカシン

グ的態度の適切なプロセスを経て深化させるスキル

を有しているならば 抑うつをイ忌下させることがで

きるということである。このような個人特性と内的

プロセスの関連検討が精錬されることにより， どの

ような他人がどのような臼常的フォーカシング態度

を行いやすいか，あるいはどのような内的プロセス

を辿りやすいかについて，多角的な視点で捉えるこ

と均すできるだろう。

以上に述べてきたことから， 日常的フォーカシン

グ態度に関する実証的研究は 近年着手され始めた

ばかりである。日常生活において漠然、と感じられる

感覚に注意をi向け，言語やイメージを媒介として適

切に表出されることが，いかに心身の健康や成長に

効果をもたらすのか，今後のさらなる検討に期待さ

fLるO
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